
 

 

P.49 補足説明（§10．テンソル密度、反対称テンソル、デュアル・テンソル） 
 
  次式で表されるテンソル量 
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について、 ∗ f µν が反対称２階反変テンソル密度であることを証明しておく。 
 
（証明）①によれば、 ′x -系における ∗ ′f µνは 
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となる。一方 ∗ f µν の、 x -系から ′x -系への一般座標変換は、テンソル密度の定義より 
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となる。よって②＝③であることが示せれば、①が反対称２階反変テンソル密度であるこ

とを証明したことになる。 
 
  ③の ∗ f αβ に①を代入すると、 ∗ ′f µν は 
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となる。一方 f γλの、 ′x -系から x -系への一般座標変換は 
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であり、これを④に代入して整理すると 
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すなわち②＝③の成立することが分かる。    ◆ 
 


